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研究開発成果等の概要 

【2024 年度の取組内容】 「オンラインの前にオフライン」の徹底で計画以上に進捗している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 北近畿での展開において、2024 年度は 2 自治体からスタート予定だったが、教員間の口コミで広が

り参加自治体が増加した。そのため、計画以上に進捗している。都府内で参加している学校数（義

務教育・高校含め）は全部で 44 校、教育機関は 2機関。参加している北近畿関連自治体は 6 自治

体。 

・ 何らかの形で参加されている先生方の数は、小学校籍は 281 名、中学校籍は 149 名、高校は 66 名、

その他（校種に属さない教諭）は 13 名で、計 509 名。 

・ 進捗が良かった原因は、「オンラインの前のオフライン」の徹底。ともすれば「一見さんお断り」の

警戒感はあったが、能智正博教授や角南なおみ准教授らが進

んでオフラインの活動を行ったことで、警戒感が和らぎ活動

に結びついた。（＝写真左横） 

・現在稼働中のオンラインサービスは「オンラインカウンセ

リング（対面・音声）」、「チャットを用いたテキストカウン

セリング」、「Slack を用いたオンラインコミュニティプラッ

トフォーム」（＝写真右下）の 3つ。「能智先生や角南先生と

もっと話してみたい」というニーズと結びつきながら稼働中

である。 

 

柳川範之東大教授、松下佳代京大教授をお招きし 
インパクト投資シンポジウム開催（12 月 7 日） 
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（左）ヤフーニュース

2024 年 5月 4日掲載 

（下）北海道新聞2024

年 3月 1 日掲載 

*掲載許諾済 
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